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加齢iこともない務援が減少し、筋先発揮にも影饗すること

が知られている@しかしながら、 ζれまでの報告では、若齢

者と高齢者とを比較したものが多く、各年代について織断的

に検討した研究はほとんどみられない曾そこで今i創立、各年

代における大腿部慾盤を明らかにすることを自的とした。さ

らに、力討議告による火線総務畿の変化における性張、及び運動

溜鎖、職議j援といったうイフスタイルとの関係について検討

した@

{方法]

20"'-'84裁までの労性72名、女性 81名、計 153名を対象

とし、磁気共鳴映像法岱怨1)を用いて大縫部筋機鋭部穣を誤，Ij

定した.予め，下半身の究室状欝織を撮影し望その徴より、右

搬の大転予と鰹脅頭の外側筆集開結節をi司定した。そして外鎖

頼関結節から近f立方向に 50%部伎における讃i新像を分析に

矯いた飴得られた灘像から膝{中筋群、議筋群の各機i新lni穣を

算出した。

[結果]

1.加齢と筋接続語績の関係

20--34議群.を基準とした場合、{中筋欝では、 fn性が55緩
群で・28.2%と統計的に有意な低下率を示した。その後も年齢

とともに低下鎖措}を示し、 75議群では-40.0%の低下惑であ

った。女性では45議苦手で・16.9%と有窓な抵下懇を示したが、

その後の怒下はみられなかった鎗また、!沼筋群では労牲が55
鶏群で・12.8%と有意な抵下準を示し、その畿は低下綴肉にあ

るもののほとんど変化はみられなかった。一・;在、立s段では加

齢iこともなう変化が誌とんどみられず、 75議群でも低下離は

・7%程壊だった(n.s)"

2.職業嬢及び灘動態僚との関係

65緩以上の高密告習において、議懇のように労織強度が惑い

職業に従事していた場合には、運動習慣がほとんどなくても

高い筋縫を総持していた併が多かった。労働強壌が低い職業

に従事していた場合でも強授が中緩擦の漣動穏僚があればi高
い筋議が維持されている傾向が認められた。

〔考察]

これまで、 20議代から 80幾代までを対象に加齢にともな

う鋳壌の減少について報告している併は少なく、本研究のよ

うにj滋筋群、伸筋書事iこ分業遅し、加齢との関{茶を終{認したもの

はほとんどみられない6 本研究において、加齢にともなう筋

議の低下の都合が怜務鮮で蒔く諮筋群で小さかったという総

巣が得られたことは、非常に興味深い。先行研究より、持筋

群と磁筋群.の筋線総タイプの濃いはみられないので、その影

響は考えにくい。他の可能性‘として、今践の綾検容は農薬従

事者が多く.農業特有の作業特性が館欝君事の減少を抑制した

かもしれないことが考えられるe しかしながら、議時点では、

その礎自についてはほとんど明らかではなく、今後の検討謀

総である。
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